
斜里地方における花粉分析学的研究1(卜 一ツル沼)

松 田 功

東京都世田谷区等々力6丁 目2番 地6号 大野方

は じめ に

今回 、ボー リ ング調査 を1982年6月5日 に、斜

里町字大栄 にある トーツ ル沼の南 西の湿地 で行 っ

た(図1)。

ま た、植 生変遷 を巨視的 に捉 える意味 か ら海岸

部 か ら山:麓にかけて、1982年8月14日 に第6、7

地 点 、1982年9月23日 に第1、2、3、4、5地

点 で表 層堆積 物 を採取 した(図1)。

と ころで、今回 のボー リング調査 は、斜里地 方

の 自然環境 の変遷 を探 る意味 で行 われたが、オホ

ーツ ク海沿 岸で花粉分析 が行 われて いる地域 は、

非常 にまれで、湧別町(五 十嵐他 、1973)と 、浜

頓別町(前 田、1982)で の み分析 されてい る。

植生の概略

斜里地方は、海岸植生 から高山植生へ と変化に
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図1.斜 里地方における調査地点

(ボーリング調査地点、表層サンプル地点)

富 んで いる。 なお、植生 を分 けるの に鮫 島他(19

81)を 使 った。

A海 岸植生

海 浜、砂丘部 一 ミズナ ラ、 カシワの一次 林 が林

相 を成 してい る。 その中 に、 ト ドマ ツ、 イタヤ カ

エデ、ハ ルニ レな どが混 生 して いる。

B下 部 広葉樹 林

低 湿地 、低湿 原 一ヤチ ダモ、ハ ンノキ、 シ ラカ

ンバ、 キ タヨシ、 スゲ類 などが見 られ る。

台地上 一 ミズ ナラ、ハルニ レ、ハ リギ リ、 ヒロ

バ ノキハ ダ、 シナ ノキ、オニ グル ミな どの温帯広

葉樹 が占めて いる。

C針 広混 交林

針 葉樹 の ト ドマ ツな どと広葉樹 の ミズナ ラな ど

が混生 して いる。

D亜 寒帯性針 葉樹林

針 葉樹 の ト ドマツやエ ゾマ ツが林相 を成 してい

る。

E上 部広 葉樹林

ダケ カンバ、 ミヤマハ ンノキな どの広葉樹 が見

られ る。

F高 山植 生

ハ イマ ツ、 クロマ メノキ な どが見 られ る。

花粉分析

以下は、第四紀堆積物中から花粉、胞子化石を

抽出 し、そのデータを分析 し、採取地周辺の植生

並びに気候 などの変遷 を考察 したものである。

花粉分析 を行ったT.T-1地 点(図1)の 地質構i

成は図2に 載せた。

1.試 料の採取

ボーリング試料は、ニューマン ・ブルーム ・サ

ンプラー(別 名ピス トン・コアラー)に よって採

取 した。表層試料は、自分の手で樹木や岩上に生

えている団塊状の蘇苔類 を採取 した。

試料を採取する時に一番注意 しなければならな
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図2.ト ーツル沼(T.T-1)地 点 の地 質構成 図

いのは、不純物 の混 合で あ る。

II.処 理 法

花粉 ・胞 子化石 の抽 出 には、KOH(水 酸 化 カ リ

ウム)一ZnCl・(塩 化亜鉛)一 ア トリシス法 を用 いた。

(中村 、1967)

a)KOH法

1)乾 燥重 量0.5～1.Ogの 試 料 を50cc遠 心 管 に

入 れKOH液10%を20～30GC入 れ 、ガラス棒 で良 く

ほ ぐし、70℃ の湯 煎器中 に30分 ほ ど入 れた。

2)遠 心 器に5分 程 度 かけ、上澄 液 を捨 て、脱

イオ ン水 を遠心管 に充分加 え、溶 液 が澄 む まで水

洗 を2～3回 行 った。

このKOH法 は 、腐植 酸 な どを除去 す るの が目的

で あ り、長 い時 間 をかけ、穏 便 に行 うの が理 想 で

あ る。

3)植 物 繊維や ゴ ミなどが多い試料 は一度20メ

ッシュ程度 の網で こ した。泥炭 の場 合 は、次 に説

明す るZnCl・ 法 を省いた場合 もある。

b)ZnC1・(比 重分離)法

4)KOH処 理 が終 った残渣 にZnCl、 溶 液(比 重

1.8)を25GC入 れ 、超音波 をかけ るなど して
、試料

を均一 に した。

その後 、15ccの 遠 心管2本 に試料液 を分 け、遠

心 器 に30分 程度 かけた。

5)遠 心後 、上層 に浮 いた部 分のみ スポ イ トで

吸 い取 り、別の新 しい試験 管 に2～3cc入 れ た。

それ に、塩 酸10%を 数 滴 入れ、脱 イオ ン水 を充

分入 れ よ く撹拝 し、遠 心 器 に3分 ほ どかけた。1)

同 様 、2～3回 の水洗 い を行 った。

c)ア セ トリシス法

6)以 一Lの処理 が終 った残渣 に、酢酸 を3GC入

れ 、 よ く掩 拝 し、遠 心 器 に3分 かけ脱 水 した。

7)無 水酢 酸90%、 硫 酸10%を 混 合・した アセ ト

リシス溶 液 を4cc入 れ 、 よ く撹拝 し70℃ の湯 煎 器

中 に10分 入 れた。

8)遠 心 器 に3分 かけ、一L澄液 を捨 て た後 、酢

酸3GCを 入 れ置換 し、遠心 器 に同 じよ うに3分 か

け上澄 液 を捨 て る。

そ して、KOH10%を2～3GC加 え30秒 湯 煎 した。

その後 、1)同 様 に脱 イオ ン水 を充分加 え、2～

3回 水洗 い した。 この時 に、よ く試料 が遠心管 よ

り落 ちるので注 意 した。 また、最後 に上澄 液 を捨

て る際 には、水が残 らない よ うに した。

そ して、封入 には グ リセ リンゼ リー を用い、 フ

レパ ラー トの周囲 をマニキ ュアで シー ル した
。

皿.同 定

現 在、花粉 ・胞 子化石 の同定 は 、草木 花粉 では

科 あ るいは、属 まで、木本 花粉 は属の段 階 までが

可能 であ る。同定 は 、光学 顕微鏡 で行い、200～

400倍 を使 用 した。

IV.分 析 及 び考察

同定 した花粉 ・1抱子 の検 出数 、出現率 を表や 図

に して各 々の 花粉 ・胞 一子の消長 を追 った
。

その結 果 か ら、植 生や気候変遷 を現在 と比較 す

る意味 で考察 を加 えた。

分析結果

1.表 層試料

今回 は、表層試料 を7箇 所採取 した。 しか し、

実 質 は、1箇 所処理失敗 のため6箇 所 になった。

ところで、第4地 点(斜 里町 川一L)で 、 σ伽 郡

(ニ レ属)の 出 現 率 が34.5%と 高 いのは 、ハ ル ニ

レの樹皮 に付善 して いた蘇 苔類 を採取 したため と

思 われ る。

花粉の 飛翔 につ いてい ろいろと言われ てい るが

(塚 田、1974a)、 今 回 のハルニ レの花粉 の結 果 か ら

見 て、樹 下 に花粉 が落 ちる傾向 が強 いと推察 され

る・ しか し、詳細 な調査過 程 を経 た わけでは ない

ため、今後 、 よ り詳細 にすべ きであろ う。
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表1.表 層サンフ.ルの木本花粉の検出数と出現率

第1地 点、 第2地 点、 第4地 点、 第5地 点、 第6地 点 第7地 点、

Pinus 6(3.7%) 15(3.7%) 20(7.5%) 15(6.1%) 5(1.5%) 118(24.0%)

Diploxylon 1(0.2)

Haploxylon 4(2.5) 1(0.2) 1(0.4) 3(1.2) 2(0.6) 15(3.0)

Abies 10(6.2) 99(24.5) 24(9.0) 92(37.6) 188(57.5) 85(17.3)

Picea 9(5.6) 75(18.7) 32(12.0) 88(35.9) 74(22.6) 95(19.3)

Larix 2(1.2) 7(1.7) 10(3.7) 14(5.7) 2(0.6)

Quercus 80(49.4) 78(19.4) 16(6.0) 9(2.8) 29(5.9)

Betula 18(11.0) 23(5.8) 29(10.9) 9(3.7) 24(7.3) 112(22.8)

Carpinus 1(0.2)

Corylus 1(0.2) 1(0.4) 1(0.3) 2(0.4)

Alnus(4,5-P.) 16(9.9) 30(7.5) 23(8.6) 8(3.3) 12(3.8) 23(4.7)

(6-P・rate) 1(0.2) 1(0.4) 2(0.4)

Phellodendron 2(0.8) 1(0.3)

UlmUS 4(2.5) 12(3.0) 90(34.5) 3(1.2) 2(0.6) 3(0.6)

Juglans 2(1.2) 5(1.2) 4(1.5) 1(0.4) 1(0.3) 1(0.2)

Tilia 3(0.7) 3(1.1) 7(2.9) 3(0.9)

Fraxinus 6(1.5) 3(1.1) 1(0.2)

Acer 1(0.6) 3(1.1) 1(0.4) 2(0.6)

Salix 2(1.2) 4(1.5)

ARALIACEAE 4(2.5) 1(0.7) 2(0.7) 1(0.3)

Ilex 1(0.4) 4(0.8)

ERICACEAE 43(10.6) 2(0.4)

Rhus 2(0.5)

Sambucus 4(2.5)

ΣAP 162 404 267 245 327 492

ΣAP/Σ(AP十NAP十FS) 24.8% 31.8% 43.7% 65.3% 90.6% 59.1%

表2.表 層サ ンプルの草木花粉及びシダ胞子の検 出数 と出現率

第1地 点 第2地 点 第4地 点 第5地 点 第6地 点 第7地 点

Lacutucoideae 4(2.5%) 2(0.8%) 1(0.2%)

Artemisia 296(182.7) 288(71.3%) 287(107.5%) 12(4.9) 1(0.3%) 1(0.2)

OtherCOMP() 7(4.3) 5(1.2) 2(0.7) 5(2.0) 2(0.6) 8(1.6)

Rumex 2(1.2) 4(1.0) 2(0.7)

Reynoutria 5(3.1) 1(0.4) 2(0.8)

Per.一Ech. 5(1.2) 1(0.4)

CHENOPODIACEAE 58(35.8) 4(1.0) 20(7.5) 1(0.4)

CARYOPHYLLACEAE 2(0.5)

Thalictrum 76(46.9) 10(2.5) 1(0.4) 1(0.3)

ROSACEAE 6(1.5) 1(0.4)

UMBELLIFERAE 1(0.2) 8(3.0)

LILIACEAE 2(0.5)

GRAMINEAE 33(20.4) 75(18.6) 12(4.5) 5(2.0) 4(1.2) 4(0.8)

CYPERACEAE 4(2.5) 25(6.2) 1(0.2)

Typha 2(0.5)

Adeno.一Campa.
2(0.4)

ΣNAP 485 429 335 27 8 17

ΣNAP/Σ(AP十NAP十FS) 74.2% 33.7% 54.8% 7.2% 2.2% 2.1%

monolete-type 4(2.5) 433(107.2) 7(2.6) 88(35.9) 14(4.3) 285(57.9)

Osumunda 1(0.6) 2(0.5) 1(0.4) 1(0.2)

LYCOPODIACEAE 2(0.8) 9(2.8) 1(0.2)

trilete-type 2(1.2) 4(1.0) 2(0.7) 12(4.9) 3(0.9) 36(7.3)

ΣFS 7 439 9 103 26 323

ΣFS/Σ(AP十NAP十FS) 1.0% 34.5% 1.5% 27.5% 7.2% 38.8%

不明花粉胞子数 91 58 23 5 8 19

Σ(AP十NAP十FS) 654 1,272 611 375 361 832
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今 回 は、以下 に挙 げ る樹木 の花粉 総数 が200個

以 上 に達 す るの を目標 に検 鏡 した。 なぜ な ら、以

下の樹木 は斜 里地方 にお いて高木 を成 してお り、

花粉 が広範 囲 に散布 され るか らで ある。

マ ツ属(P珈 π5)、モ ミ属(、46どθ5)、トウヒ属(P∫ 一

cθα)、コナラ亜属(Qπeγc初5)、 カバノキ属(.Be観 α)、

クマ シデ属(Cα γP珈π5)、ハ シバ ミ属(Coツ 働5)、キ

ハ ダ属(Pんe〃o(1eη(1γoη)、ニ レ属(Z1伽 π5)、クル ミ

属(」πgZαη5)、シナ ノキ属(丁 読 α)、トネリコ属(Fγ 一

α」σ珈初3)、カエデ属G4ceγ)。

今回検出 された花粉 ・胞 一子は、AP(木 本 花粉)

22種 類 、NAP(草 本 花粉)16種 類 、FS(シ ダ胞

子)4種 類:であった。以上 の花粉 ・胞子 の検 出数 、

出現 率は、表1～2に 、現植 生帯 との比較図 は、

図3に 載せ た。

以 下 に、花粉 ・胞子 の 出現 率 を述べ る。

1)マ ツ属(P加 π5)一 第7地 点(清 里町 国有林)

で は、24%と 高 い出現 率 であ る。採取地 が平野部

に近 づ くにつ れて、出現率 は減 少す る(図3)。

マ ツ属 には、現植生 か ら推察 して、ハ イマ ッが

考 え られ る。

2)モ ミ属(ハ 配c5)一 第6地 点(清 里町国有林)

で 出現率 が最 も高 く、57.5%で あ る。採取地 が平

野部 に近 づ くにつ れて出現 率 は減 少す る(図3)

が 、 第2地 点(斜 里町美咲)で 高 くなってい るの

は、砂丘上 に も ト ドマ ツが生 えてい るか らであろ

う。

モ ミ属 には、現植 生 か ら推察 して、 ト ドマ ツが

考 えられ る。

3)ト ウ ヒ属(P∫ceα)一 第7地 点(清 里町国有

林)で は、モ ミ属 の出現 率 よ り高出現率 で ある(図

3)。 っ まり、亜寒帯性針 葉樹林 の高山植 生 に近 い

側 には、 トウヒ属 がモ ミ属 よ り優 先 してい ると考

え られ る。

トウ ヒ属 には、現植生 よ り推察 して、エ ゾマ ツ

が考 え られ る。

4)コ ナ ラ亜属(Qπeγcπ5)一 第1地 点(斜 里町

美咲)で は、49.4%と 高 率で ある(図3)。 ま た、

コナ ラ亜属 には、現植 生 か ら推察 して、 ミズナ ラ、

カシワが考 えられ るが、両者の相対的 な花粉出現

率 の割 合 は分 か らない。

5)カ バ ノキ属(.Be配 α)一 第7地 点(清 里町国

有林)で は、22.8%と 高 率 で あるが、平野部 に近

づ くにつれ て徐 々に減 少す る(図3)。 第4地 点で

高率 であ ったのは、採取 地周辺 にシラカバの高木

があったた め と考 えられる。

以上 の ことよ り、次 の よ うに整理 され る。

a)山 腹優 先帯 一P加 鰐,.Be観 α

b)山 麓優 先帯 一A配e3,Pぎceα

c)平 野 ・海岸部優先 帯一Qωeγc鰐

H.ボ ー リ ング試料

好湿 性 のA1η 鰐(ハ ンノキ属)を 除 いた木本花粉

総 数 が500個 以 上 に達す るの を目標 に検鏡 した。

しか し、500個 に満 た な い箇所 も7ヶ 所 ほ どあ っ

た。1100cmの 試 料 は、 この足 りなか った 中 で も

160個 と少 ないため に、今回 は ダイヤグラムより除

いた。

検 出 された花粉 ・胞 子化石 は、AP(木 本 花粉)

27種 類 、NAP(草 本 花粉)25種 類 、FS(シ ダ胞子)

4種 類 で あった。

以上 の花粉 ・胞 子の検出数 、出現率 は、表3～

4に 、 ダイヤ グラムは 、図4,5に 載 せた。

それでは 、以下 に花粉 ・胞子 の消長 につ いて述

べ る。

1)モ ミ属(A6ぎe3)一 全 層 よ り検 出 された。下

層の1,140～1,020cmで は 、層序 の下位 か ら上位 に

向 って12.2%～6.7%と 減 少 し、1,000～340cmで は

1～3%の 間 を増減 し、320～90cmで2.3～14%と

増 加 す る。

研 究地域 では、摩周湖起源 の火山灰Km-5a(北

海 道火 山灰 命名委員会 、1982)が 広 く分布 し、 こ

の地域 の鍵層 を成 してい る。 このKm-5a(83～80

cm)降 下 後 、60cmで3.8%と 一 時減 少す るが、以後

増加 す る傾向 を示す(図4)。

な お、モ ミ属 には、現植生 か ら推察 して、 たぶ

ん、 トドマ ツが考 えられる。

2)ト ウヒ属(P∫ceα)一 全層 より検 出。!4配e5

と増 減 の傾 向 は似 て いるが、出現 率は全般的 にモ

ミ属 の方 が トウ ヒ属 より高 い(図4)。

トウ ヒ属 には、現植 生 か ら推察 して、 たぶん、

エ ゾマ ツ、 アカエ ゾマ ツが考 え られ る。

3)コ ナ ラ亜属(Qπeγc秘5)一 全層 よ り検 出。

1,140～1,020cmで 、39～55%と 増 加 す る傾気 を見

せ、1,000～360cmで は 、70～80%と い う高率 を維

持 す るが240cmで 一 時44%ま で減 少 す る。その後

増減 を繰 り返 しなが ら徐 々 に減 少す る傾 向 を見 せ、

15cmで32.9%と な る(図4)。

コ ナ ラ亜属 には、現植 生 よ り推 察 して、 ミズナ
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ラ、 カ シワな どが考 え られ る。

4)カ バ ノキ属(Be配 α)一 全層 よ り検 出。1,1

40～1,020cmで18～15%と 減 少 し、以後 、300cmま で

2～12%の 間 で増減 を繰 り返 し、290cmで12.9%ま

で増 加す るが、以 後 、徐 々 に減少 す る傾向 を示 し、

15cmで2.5%と な る(図4)。

カバ ノキ属 には、北海道 の現植生 など を考 えた

場 合 に、 ヒメ カンバ 、 シラカ ンバ 、 ダケカ ンバ、

ヤチ カ ンバ 、ヤエ ガワカ ンバ 、アホ イカ ンバ が挙

げ られ るが、同定 し区別 す ることは不可能 であっ

た。

5)ク マ シデ属(Cγ μηπ5)一 ほ とんどの層 で

検 出。 カバ ノキ属 の出現率 と非常 に似 て いるが、

1,140～1,020cmで は逆 傾向 を示 し、カバ ノキ属 が

減 少す るの に対 して、 クマ シデ属 は増加 す る傾向

を示す。全般的 に、出現率 は カバ ノキ属 の方 が ク

マ シデ属 よ りも高い(図4)。

また、 イヌ シデの可能性 が ある5つ の発芽孔 を

もつ花粉 が540cmと500cmの2箇 所 で検 出 された。

クマ シデ属 には、現植 生 よ り推察 して、たぶ ん、

サ ワシバ が考 えられ る。

以上 の ことか ら、花粉帯 を次のよ うに区分 した。

a)1,140～1,020cm;Q喫 γcπ5-Be如Zα 一!46どc5

-Pどceα

b)1,000～300cm;Q初eγc窃5

c)290～200cm;Qπ θγcπ5一、Be施1α一CαγPごη初5-

Aδ ぎe5

d)170～15cm;Qπ θγc初5-A6どe5-Pどcθ α一

Be如zα

考 察

1.表 層試料

今までの花粉分析は、ボーリング試料のみによ

って花粉の出現率の消長 を追い、いろいろな地域

の花粉分析の結 果や植生帯などを引用 して、周囲

の環境 を推定するという定性的な範囲 を出なかっ

た。けれども、これからは、現植生帯と表層堆積

物 から検出される花粉 とを比較 し、より定一量的 に

行 うことがこれからの花粉分析による古環境の推

定 を、より確固たるものにしていくであろう。

残念ながら、今まで表層堆積物 と対応 して古環

境 を推定 したデータは、非常に少ない。今回、こ

れらのことを考 え実験的 に行った。

以下に表層花粉 と植生帯 との関係 を推察 した。

a)山 腹 優 先帯一Pぎ η賜5,Be副 α

ハ イマ ツや ダケ カンバ、 ミヤマハ ンノキの花粉

の出現率 が、 トドマ ツ、エ ゾマ ツな どの出現 率 を

上 回 ってい る(図3)。 採 取地 は、 ダケ カンバ 帯

(上部 広葉樹 林)に 相 当 してお り、 この地域 の植

生 は、 ダケ カ ンバ な どの広 葉樹 が、エ ゾマ ツ など

の針 葉樹 よ り多い。 つ まり、花粉 の出現率 は、現

植 生 を反映 して いる。

以 上の ことを考 え るな らば、 よ り標 高 が高 くな

るとハ イマ ツの花粉 の出現 率 が増加 し、ハ イマ ツ

帯 を表 わす で あろ うし、 よ り標 高 が低 くなる と、

エゾマ ツ、 トドマ ツな どの花粉 の 出現 率 が増加 し

.亜寒 帯性針葉樹林 帯 あ るいは、針 広混 交林帯 を表

わすで あろ う。

b)山 麓優 先帯一A6ゼcε,P∫ceα

ト ドマ ツ、エ ゾマ ツが高い花粉 の出現 率 を示 す

こ とよ り(図3)、 亜 寒帯性針 葉樹林帯 か ら針 広混

交林 帯 を表 わ して いる。 山腹優 先帯 の場 合 と同様

に、採取 地域 の現植 生 と一 致 してい る。

c)平 野 ・海岸部 優先帯 一Q麗 γc郡

カ シワ、 ミズナ ラ、ハ ルニ レなどの花粉 の出現

率 が高 く(図3)、 下 部広葉樹林 帯 を表 わ してお り、

現植生 と一一致 して いる。

以上 のa)、b)、c)を ま とめ ると、先 に述 べた表

層堆積物 で便宜的 に分 けた優先 帯 が現植 生 を反映

していた とい う結 果 が得 られた。特 定樹 木の花粉

の出現 率 が何%で どの植 生帯 で あるとは調査 地点

が少 ないた め断 言す ることはで きないが、数 種の

樹木 の花粉 の出現 率 を比較 す ることによって、植

生帯 が推察 で きる。

II.ボ ー リング試料

以下 に、ボ ー リング試料 の分析結 果 を述 べ る。

a)1,140～1,020cm;Q窃eγc窃5-Bθ 施Zα一!4δ1θ5-

P∫cθα 図4,5を 見 ると温 暖要素 を示す コナ ラ.亜

属 が増 加 し、寒冷要素 を示す カバ ノキ属 、モ ミ属 、

トウヒ層 が減 少す る傾 向 を示 し、 シダ胞子 も減 少

す る。 また、 この間 では、 カラマ ツ属 、ツガ属 、

マ ツ属(五 葉松型)も 検 出 されてい るこ とか ら、

寒冷 期 が温暖 化す る時期 に相 当す る。

以.Lの ことよ り、ボー リ ング地周辺 には、モ ミ

属 、 トウ ヒ属 な どの針 葉樹 とコナ ラ亜 属 な どの広

葉樹 が混生 した針広混 交林 帯 が弱 まり、 コナ ラ亜

属 を1三と した下部広葉樹林 帯の様相 が強 まった。

また、 この花粉帯 は、中村(1968)、 塚Hi(1981)

一82一



表3.ボ ーリングサンプルの木本花粉の検出数と出現率

15 20 40 60 90 100 120 140 150 170 200 220 240 260 290 300 320 340 360 390 400 42(1 440 460 480 500 520 540 560深 さ(cm)

8(1.8%) 3(0.9%) 2(0,5%) 1〔0.3%) 4(1.4%) 1(0.4%) 3(0.7%) 4(0.8%) 3/0.6%) 1(02%) 4(0.4%1 4(0.6%) 2(03%) 4(0.5%) 3(0.4%) 1(0.1%) 2(0.3%) 1(0.1%) 1(0.2%) 3(0.5%) 2(0.2%) 5(0。3%) 3(0.4%) 3(0.4%) 3(0.3%)Plnus

1(0.3%) 3(1,0%) 2(0.5%) 3(0.6%) 3(0,5%) 1(02%)
2(0.3%) 2(0。2%) 1(0.1%) 1(0.1%) 1(0.2%) 1(Ol%/ 1(0.2%〉 4(0.2%) 1(0.1%) 1(0.1%) 1(0。1%)Diploxylon

2(0.6%) 5(1,2%) 3(1.0%) 3(0.7%) 1(0.2%) 2(0.4%) 3(0.5%) 1〔O.2%) 2〔04%) 1(0.2%) 2(0.2%) 1(0.1%) 1(0.2%) 1(0.1%) 1(0.1%) 1(02%) 10(0.5%) 2(0.3%) 1(0,1%〉 2(0.2%)Haploxylon

Abies 128(29.4%〉 67(19.3%) 43(10.3%) 12(3.8%) 43(14.7%) 20(7.2%) 38(8.9%) 34(6。8%) 36(6.9%) 37(69%) 82(8.3%) 42(6.4%〕 63qO.6%) 38(7.0%} 31(5.2%) 33(3.7%) 17(2.4%) 14(2.0%) 13(2.0%) 9(1.2%) 20CL7%) 12(1.8%) 3(0.5%) 14(2.1%) 22(2.7%) 44(24%) 24(3.3%) 15(1.9%) 19(2,2%)

Picea 87(200%) 57(16.4%) 62(14.9%) 10(3.2%) 21(7.2%) 18(6,5%) 38(8,9%〉 26(5.2%) 26(5.0%) 22/4.1%) 30(3。0%) 24(3.6%/ 34・57%〉 19〔3.5%1
17/2.8%) 17(1.9%) 13(1.9%) 4(0.6%〉 6(0.9%) 4(0.5%) 9(08%} 6(0.9%) 2(0.3%) 6(0.9%) 13(1.6%〉 25(1.3%) 6(0,8%) 10(1.2%/ 12(1.4%)

■Larix

4Tsuga

1(0.2%) 1(0.3%) 3(1.1%) 2(0.5%) 1(0.2%) 1(0.2%) 1(0.1%) 1(0.2%/ 1(0.2%) 1(Ol%)
Cryptomeria

143(32.9%) 145(41.7%) 216(51.8%) 221(69.7%) 127(43.5%) 158(57.2%) 257(60.0%) 335(66.7%) 327(630%) 364(68。2%) 662166.5%) 426(64.7%〉 26244.3%) 299(554%)
376(62.8%) 590(66.3%) 501(71.5%) 484(69.4%) 525(80,8%) 575(76.8%) 934(81.1%) 544(81.8%) 541(81.7%) 526(79.2%) 641(78.6%) L350σ27%) 540(74.9%) 635(79.2%) 695(79.3%)

Quercus

1(0.2%) 2(0.5%) 2(0.4%) 1(0.2%) 2(0.4%) 2(02%) 1(0.2%) 210.3%) 1(0.2%} 2(0.2%) 2(0.2%) 1(0.1%) 1(0.1%) 1(0。1%) 1(02%) 1(02%〉 2(0.2%) 1(Ol%) 2(0.3%) 1(0.1%)
Fagus

Betula 11(2.5%) 26(7.5%) 33(7.9%) 37(ll.7%) 36(12,3%) 22(8.0%) 25(5.8%) 53(10,6%〉 50(9.6%) 42(7。9%} 67(6.7%) 59(9,0%} 73・123%) 66(122%}
77(12.9%) 72(8,1%) 63(9.0%) 70(10.0%) 42(6.5%) 51(6.8%) 36(3.1%) 37(5.6%) 39(5.9%/ 56(8.4%) 49(6.0%) 97(5.2%/ 43〔6.0%} 36(4.5%) 45(5,1%)

Carpinus(3-P.) 7(16% 3(0.9%) 7(1.7%) 1(0.3%) 16(5,8%) 14(3.3%) 7(1.4%) 19(3,7%) ll(2.1%) 39(3.9%) 28(4.3%) 65q10%) 43(80%)
34(5,7%) 58(6.5%) 36(∂.1%) 34(4.9%) 10(15%) 38(5,1%) 41(3.6%) 24(3.6%ア 36(5.4%〉 12(1。8%) 34(4.2%) 125(6.7%) 31(4.3%) 27(34%) 28〔3.2%)

(4-porate)(5-P.) 1(0.2%/ 4(0.7%) 4(0.4%) 3(0.5%〕 6〔10%) 6{L1%) 1(0.2%) 4(0.5%) 1(0.1%) 1(0.1%) 1(0.2%) 3(0.4%) 4(0.3%/ 2(0.3%) 1(0.2%) 1,3(0.1,02/ 1(0.1%)

Corylus 5(1.1%) 4(1.1%) 6(1.4%) 8(2.5%) 8(2.7%) 8(2.9%) 10(2.3%) 7(1.4%) 8(1,5%) 10(1.9%) 24(2.4%) 12(1.8%1 1612.7%) 12〔22%)
5(0.8%) 26/2.9%/ 9(1.3%) 11(1.6%) 7(1.1%) 7(0.9%) 21(1.8%) 4(0.6%) 6(09%) 5(0.8%) 2(0.2%/ 26(1.4%) 5〔07%/ 3(0,4%) 5(0.6%)

Alnus(4.一P.) 31(7.1%) 14(4,0%) 17(4.1%) 9(2.8%) 24(8.2%) 15(5.4%) 14(3.3%) 19(3.8%) 2414.6%) 20(3.8%) 69(6.9%/ 60(9。1%) 11048.6%) 30(5.6%)
43(7.2%) 74(8.3%) 42(60%) 43(6.2%) 38(。.8%) 31(4.1%) 38(3.3%) 19(29%) 19(29%) 18(2.7%〉 25〔31%) 92(5.0%) 30(4.2%) 26(3.4%) 17(1.9%)

(6-P・rate) 1(0.3%) 1田 。2%) 2(2.0%1 1102%) 2(0。4%) 1(0,2%) 3(0.3%) 3(0.4%〉 2(0.3%) 1(0。1%) 1(0.1%) 1(0.2%/ hO.2%) 1(0.1%/ 3〔O.4%)

Myrica 11(2.5%) 9(2.6%) 18(4.3%) 6(1.9%) 8(2.9%) 3(0.7%) 2(0,4%) 10(1.9%〉 4(0.7%/ 19(19%) 9(14% 15、2.5%/ 13(2.4%) 7(1.2%) 26(2.9%) 8(11%) 13(1.9%) 4(0.6%) 4(0.5%) 22(1.9%) 3(0.5%) 3(0。5%) 4(0.6%) 2(0.2%1 29(2.0%) 4(0.6%) 1(0.1%) 2(0.2%)

Ulmus-Zelkova 20(4.6%) 19(5.5%) 12(2.9%) 12(3,8%〉 13(4。5%) 10(3,6%) 22(5.1%) 19(3。8%) 15(2。9%) 21(3.9%) 45〔4.5% 2513.8%・ 36161%) 28(5.2%)
40(6.7%) 42(/.2%) 29(4.1%) 46(6,6%) 29〔4.。%) 37(4.9%) 49(4.3%) 25(3.8%) 31(4.7%) 24〔3.6%) 16〔20%) 77(41%) 39(5,4%) 50(6.2%) 42(4.8%)

Celtis-aphananthe 1(0.2%) 1(0。1%/

Pterocarya 1(0.2%/ 4(0.4% 1(0.1%) 1(0.2%) 1(01%) 2(01%/ 2(0.3%) 1(0。1%)

Juglans 2(0.5%) 2(0.6%) 3(0.7%) 3(1.0%) 2(0。7%) 4(0.9%) 2(0.4%) 5(1.0%) 5(0.9%) 9ω.9%} 11/1.8% 6一.0%) 3(0.6%) 6(10%) 9(1。0%) 8(1.1%/ 11(1.6%) 6(0.9%1 11(1.5%) 7(0.6%) 4(0.6%/ 3(0.5%/ 9(1.4%) 23(2.8%) 38(2.0%) 13(1.8%) 8(1.0%) 12(1.4%)

Tilia 1(0.2%) 1(0.3%) 1(0.2%) 3(1.0%) 1(0,2%) 1(0.2%〉 1(02%) 3(0。3% 2〔0.3%1 3〔O.5%/ 4〔0,7%) 1(0.1%〉 1(0.2%) 1(0.1%)
一
2(0.3%/ 2(0.1%) 1(0.1%) 2(0.2%) 1(0.1%)

Rhus 一

1(0.1%)

Acer 3(0.7%) 1(0.2%) 1(0.2%〉 3(0.5%) 2〔0.2%) 1(01%) 2(0.3%) 2(0.1%) 2(0.2%)

Ligustrum-Syringa 1(0.2%) 1(0.4%) 3(0。6%) 1(0.2%〉 310.5%) 1〔0.2%) 2(0.2%) 1(0.1%) 1(0.1%ノ

Phellodendron 1(0.3%) 1(0.1%) 1102%) 1/02%) 1(01%) 1(0.1%) 1(0.1%) 1(0.1%) 3(04%) 1(0ユ%) 1(0.1%)

ARALIACEAE 3(0,9%) 1(0.2%) 1(0.2%) 2(0.4%) 1{0.2%) 2ω.3%) 4(0.7%/ 1(0.2%) 2(0.2%) 3(0.4%) 1(0,2%) 1(0.2%/ 2(0.2%) 4(0.6%) 4(0.5%) 6(0。7%)

Salix 7(1.6%) 9(2.8%) 3(1.0%) 5(1.8%) 2(0.5%) 9(1,8%) 6(1.2%) 3(0.6%1 3(0.5%} 1102%) 1(0.2%) 3(05%1 5(07%) 3(0,4%) 1(0.2%) 1(0.1%) 2(0.1%) 2(0.3%) 2(0.3%) 1(0.1%) 10(0.5%〉 1(0.1%) 2(0.2%) 1(0.1%)

ERICACEAE
2(0.1%)

ΣAP 466 358 427 326 292 287 442 520 544 554 1066 718 703 572 645 967 743 743 690 781 1,190 684 682 683 842 1,948 754 828 893

ΣAP一 、4Zηπ5 435 344 410 317 267 272 428 501 519 534 995 658 592 540 599 890 〆01 697 650 749 1,151 665 662 664 816 1,856 721 802 876

ΣAB/Σ(AP十NAP十FS) 31.5% 32.3% 38.7% 48.5% 23.1% 30.2% 48.9% 37.7% 32.0% 41.4% 80.0% 79.3% 84.8% 91.8% 88.b% 77.2% 19.7% 82.1% 83.1% 79.0% 79.1% 85.8%『 77.6% 89.9% 87.1% 78.2% 79.1% 81.1% 80.7%

ΣAP-A'η ω5/Σ(AP十NAP十FS> 29.4% 31.0% 37.2% 47.2% 21.3% 28.7% 47.4% 36.3% 30.5% 39.9% 74.6% 72.7% 7L4% 86.7% 82.2% 71.1% 75.2% 77.0% 78.3% 75.8% 76.5% 83.4% 75.3% 87.4% 84.4% 74.5% 75.7% 78.6% 79.1%

深 さ(cm) 590 600 620 640 660 680 700 720 740 760 790 800 820 840 860 890 900 920 940 970 990 1,000 1,020 1,040 1,070 1,090 1,IOO 1,120 1,140

Pinus 4(0.4%) 10(0.5%) 1(0.1%) 1(0.2%) 1(0.2%) 7(0.5%) 1(0.1%) 4(0.7%) 2〔0.3%1 4(0.2%/ 6(0.6%) 2(03%) 1(0.1%) 4(0.5%) 1(0.1%) 5(0.6%) 1(0。%} 2(0.3%) 4(0.7%)
一

3(0.5%) 6(0.9%) 11(1.9%) 17(2.6%) 1(0.7%) 11(2.0%) 19(3.5%)

Diploxylon 2(0.2%) 2(0.1%) 1(0.2%) 3(0.3%) 1(0.2%) 1(0.2%) 2(0.1%) 1(0.2%) 1(0.2%) 1(0.1%ノ 3(0.2%1 2(0.2%) 1(O.2% 2(0.2%) 1(0.1%) 2(0.1%) 1(0.1%) 1(0.1%) 2(0.3%) 2(0.3%) 1(0.2%)

Haploxylon 2(0.2%) 2(0.1%) 1(0.2%) 4(0.4%) 1(0.2%) 1(0。2%} 3(0.2%) 2(0.3%) 2(0.2%) 1(0.1%1 6(0.4%) 3〔0.3%) 2(0.3% 3(0.3%) 2(0.2%) 8〔0.4%) 3(0.4%) 3(0.5%) 3(0.5%) 3(0.5%〉 5(08%) 3(2.0%) 1(0.2%) 8(1。5%)

Abies 14(1.5%) 33(1.8%) 18(3.6%) 9(0.9%) 12(2.2%) 17(3.0%} 22(1.5%) 11(1.7%) 8(0.8%) 14(2.5%) 9(1ユ%〕 25〔1.5%) 25{2.5%) 10(1.6% 19(2.1%) 26(3.0%) 24(1.2%) 10(1,2%) 8(1.0%) 13(1.6%) 13(2.2%) 6(1.0%) 39(6.7%) 33(5.0%) 57(10.0%) 80(12.2%) 10(6.7%) 44(7.8%) 66(12,2%)

Picea 12(1.3%) 9(0.5%) 13(2,6%) 10(1.0%) 11(2.0%) 4(0.7%! 11(0.7%) 4(0.6%) 8(0。8%) 17(3.0%1 10(1.3%, 15{0.9%〉 910.9%) 7(1.1%、 14(1.6%) 18(2,1%) 13(0。,%) 2(0.3%) 10(1.2%) /(0.9%) 4(0.7%) 8(1.3%) 22(3.8%) 22(3,3%) 31(5.4%) 36(5.5%) 4(2.7%) 43(7.7%) 51(9.4%)

Larix 1(0。1%)
2(0,3%) 1(0.2%)

Tsuga
1(0.2%) 2(0.3%) 3(05%) 4(0.6%) 1(0.7%) 5(0.9%) 5(0.9%)

Cryptomeria 1(0,1%) 1〔0.1%) 1(0.1%) 1(0.2%)

Quercus 697(74.3%) 1,429(77.8%)370(74.0%) 752(78.3%) 411(74.9%) 435(78.0%) 1,131(770%) 467(73,5%) 665(70.7%) 402(70.4%) 580(72.8%) L209(72.6%) 739(73.5%) 473(75.9% 65(73.9%) 581(67.1%) 1,443(72.2%)556(71.6%)
563(67.8%) 571(70.9%) 423(71.5%) 428(70.9%) 318(54.9%) 369(55.9%) 279(48。8%) 275(41.9%) 73(49.0%) 249(44.4%) 215(39.7%)

Fagus 3(0.2%) 2(0.2%) 3(0。2%) 1(0.2%) 3(0.5%) 1(0.1%) 3〔0.2%) 3(03%) 3(0.5% 4(0,4%) 6(0。7%/ 6(0.3%) 5(0.6%) 6(0.7%} 1(0,1%) 3(0.5%) 1(0.2%) 5(0.8%) 1(0.7%) 7(1.2%) 1(0.2%)

Betula 63(6.7%) 99(5.4%) 35(7.0%) 71(7.4%) 43(7.8%) 24(4.3%) 63(4。3%) 33(5.2%) 84(8,9%) 33(5。8%) 63(7.9%) 77〔46%1 58(57%) 31(5.0% 56(6.2%) 61(7.0%) 81(4.1%) 59(7,6%) 74〔8.9%) 96(11.9%) 61(10β%) 66(10.9%) 104(18.0%) 97(14,7%) 94(16。4%) 98(14.9%) 14(9.4%) 99(17.6%) 89(16.5%)

Carpinus(3-P.) 42(4.5%) 90(4.9%) 19(3.8%) 42(4.4%) 26(4.7%) 24(4.3%) 91(6.2%) 43(6.8%) 72(7.7%) 17(3.0%) 40(5.0%) 78(4.7%) 50〔4.9%) 14(2.2% 32(3.6%)
44(5.1%1 118(5.9%) 30(3.9%) 32(3.9%) 52(6.5%) 18(3.0%) 15(2.5%) 11(1.9%) 22(3.3%) 9(1.6%) ll(1.7%) 4(27%) 18(3.2%) 12(2.2%/

(4-porate)(5-P.) 2(0.2%) 4(0.3%) 1(0.2%) 3(0.3%) 1(0.2%) 4(0.3%) 3(0.3%) 3〔0,4%) 2〔0.2%) 1(0.2% 2(0.2%1 4(0.2%) 2(0.3%) 4(0.5%) 5(0.6%) 4(0.7%) 4(0.6%) 1(0.2%) 1(0.2%) 1(0.2%)

Corylus 4(0.4%) 19(1.0%) 6(1.2%) 8(0.8%) 4(0.7%) 2(0.4%) 15(1.0%) 4(0.8%) 1(0.1%1 2(0.4%) 2(0.3%) 27(1.6%/ 6【06%) 2(03% 2(0,2%) 5(0。6%) 36(1.8%) 3(0.4%) 3(0.4%) 3(0.4%) 2(0.3%) 12(2.0%) 3(0.5%) 6(0.9%) 6(1,0%) 11(1.7%) 5(3.4%) 5(0.9%) 5(0.9%)

Alnus(4,5-P.) 31(3.3%) 57(3.2%) 14(2.8%) 24(2.5%) 17(3.1%) 15(2.7%) 37(2.5%) 22(3.5%) 25(2.7%) 12(2.1%) 16(2.0%) 46(2.8%) 28〔2.8%) 5〔0.8% 12(1,2%) 27(3.1%) 38(1.9%) 28(3.6%) 18(2.2%/ 17(2,1%) 29(4.9%) 52(8.6%) 50(8.6%) 50(7.6%) 55(9.6%) 43(6.6%) 11(7.4%) 45(8.0%) 65(12.0%)

(6-P・rate) 2(0.2%) 2(0.1%) 2(0.4%) 1(0.1%) 1(0.2%) 1(0.1%) 1(0,1%) 1(0.2% 1(0.1%) 2(0。3%) 1(0.1%〉 2(0.3%)

Myrica 2(0.2%) 15(3.1%) 2(0.2%) 2(0.3%) 1(0.2%) 6(0.4%) 2(0.3%) 5(0.5%) 1(0.2%) 1(0.1%/ 25(1.5%・ 1〔0.1%) 2(0.3% 1(0.1%/ 1(0.1%) 44(2.2%) 9(15%) 1(0.2%) 6(0。9%) 4(0.7%〉 10(6.7%) 2(0.4%) 3(0.6%)

Ulmus-Zelkova 52(5.5%) 90(4.9%) 24(4.8%) 36(3.7%) 24(4.4%) 35(6.3%) 76(5.2%) 40(6.3%) 61(6.5%) 38(6.7%) 49(6.1%1 88(5.3%1 49(4.9%) 35(5.6% 59(6.6%) 66(7.6%) 122(6.1%) 41(5,3%) 72(8.7%) 31(3.9%) 43(7.3%) 31(5.1%) 23(4.0%〉 41(6.2%) 37(65%) 50(7.6%) 16(10.7%〉 47(8.4%) 26(4.8%)

Celtls-aphananthe 2(0.1%) 1(0.1%} 5(0.3%)

Pterocarya 2(0.2%) 1(0.1%) 9(0.6%) 2(0.3%) 2(0.2%) 10(06%1 9(0.5%) 2(0.3%) 1(0.1%) 2(03%) 1(0.2%) 1(0.2%)

Juglans 28(3.0%) 17(1.0%) 12(2.4%) 10(1.0%) 9(1.6%) 13〔2.3%) 20(1,4%) 17(2.7%) 22(2,3%) 37(6.5%) 29(3.6%ノ 74〔4.4%) 47(4.7%) 34(5.5% 35(3.9%) 44(5.1%) 67(3,4%) 29(3.7%) 48(5.8%1 17(2.1%) 20(3.4%) 19(3.1%) 44(7,6%) 41(6.2%) 30(5.2%) 43(6.6%) 7(4.5%) 22(3,9%) 22(4.1%)

Tllia 4(0.4%) 1(0.1%) 1(0.2%) 1(0.1%) 2(0.3%) 1(0.2%) 1(0.1%) 2(0.1%) 3(0.3%) 2(0.3% 1(0.1%) 1(0.1%) 3(0.2%) 2(0.2%) 2(0.2%) 1(0.2%) 1(0.2%) 1(0.2%) 2(0.3%) 3(0.5%) 3(0.6%)

Rhus 1(0.2% 2(0。1%)

Acer 2(0.2%) 2(0.1%) 1(0.2%) 2(0.1%ア 1(0.1%) 2(0,1%/ 1(0.1%) 1(0.1%) 1(0,1%) 1(0,2%)

Ligustrum-Syringa 1(0.1%) り 1(0.2%) 1(02%)

Phellodendron 1(0.2%) 3(0.5%) 1(0.1%) 1(0.2%) 2(0.3%) 4(0.2%) 3(0.4%) 2(0.2%) 1(0.2%) 1(0,2%) 1(0.2%) 1(0.2%) 4(0.6%) 2(0.4%) 3(0.6%)

ARALIACEAE 5(0.5%) 2(0.1%) 5(0.5%) 3(0.5%) 2(0.4%) 2(0.1%) 3(0.5%) 5(0.5%) 2(0.3%) 4(0,2%1 3(0,3%) 2(0.3% 4(0.4%) 3(0.4%) 2(0,1%) 1(0.1%) 1(0.1%1 1(0.2%) 2(0.3%) 2(0.3%) 7(1.1%) 4(0.7%) 9(1.7%)

Salix 5(0.3%) 2(0.2%) 1(0.1%) 1(0.1%) ll(0,7%) 1(0.2% 4(0.2%) 1(0.2%)

ERICACEAE 1(0.1%) 1(01%) 1(0,2%) 1(0,2%) 3(0.5%) 1(0.2%) 3(0.6%)

ΣAP 971 1,896 516 986 567 573 1,507 657 967 583 813 1,711 1,034 629 912 894 2,037 777 849 822 621 656 631 710 627 699 160 606 606

ΣAP一 ∠4'πω3 938 1,837 500 961 549 558 1,469 635 941 571 797 1,665 1,006 623 900 866 1,999 747 830 805 592 604 579 660 572 656 149 561 541

ΣAP/Σ(AP十NAP十FS) 76.2% 77.5% 71.4% 82.2% 70.0% 75.0% 70.1% 74.2% 78.4% 78.9% 76.1% 79.5% 774% 859% 801% 789% 790% 782% 766% 76.3% 74.7% 79.5% 75.4% 75.6% 63.8% 64.4% 67.2% 68.6% 58.6%

ΣAP一4'η 秘5/Σ(AP十NAP十FS) 73.6% 75.0% 69.2% 80.2% 66.8% 73.0% 68.3% 71.7% 76.3% 77.3% 74.6% 77.4% 75.3%851% 791% 764% 775% 752%
}748% 74.7% 71.2% 73.2% 69.2% 70.3% 58.2% 60.4% 62.6% 63.5% 52.3%

一83～84一



表4. ボー リングサンプルの草本花粉及びシダ胞子の検出数と出現率

深 さ(cm) 15 20 40 60 90 100 120 140 150 170 200 220 240 260 290 300 320 340 360 390 400 420 440 460 480 500 520 540 560

Lactucoideae

Artemisia 27(6.2%) 21(6.0%) 24(5.8%) 2(0.6%) 2(C.7%) 12(4.3%) 14(3.3%) 31(6.2%) 23(4.4%) 19(3.6%) 13(1.3%) 18(2.7%) 21(3.5%) 8(1.5%) 10(1.7%) 57(6.4%) 30(4.3%) 41(5.9%) 26(4.0%) 44(5.9%) 45(3.9%) 23(3,5%) 38(5.7%) 8(1.2%) 7(0.9%) 90(4.8%) 28(3.9%) 24(3.0%) 24〔2.7%)

otherCOMPOSITAE 1(0.2%) 1(0.3%) 2(0.7%) 2(0.4%) 1(0.2%) 3(0.6%) 4(0.4%) 1(0.2%) 1(0.2%) 1(0.1%) 2(0.3%) 2(0.1%) 1(0.1%) 10(0.5%) 1(0.1%) 1(0.1%)

Rumex 1(0.2%)

Reynoutria 6(1.4%) 3(0.9%) 7(1.7%) 2(G.7%) 1(0.4%) 1(0.2%) 3(0.6%) 4(0.4%) 1(0.2%) 1(0.2%) 2(0.2%) 8(1.1%) 3(0.4%) 1(0.2%) 2(0.3%) 15(1,3%) 6(0.9%) 3(0,5%) 5(0.6%) 15(0.8%) 6(0.8%) 4(0.5%) 3(0.3%)

Persicarla-Echinocauion 1(0,2%) 1(0.3%) 1(0。2%) 1(0.1%) 1(0.1%)

CHENOPODIACEAE 1(0.3%) 1(0.2%) 1(0.4%) 1(0.2%) 3(0.5%) 1(0.2%) 2(0.2%) 2(0。3%) 1(0.2%) 1(0.1%) 1(0.1%) 1(0.2%) 1(0.2%) 1(0.1%)

CARYOPHYLLACEAE 4(1.0%) 1(0.2%) 1(0.2%) 1(0.1%) 1(0.2%) 1(0.1%) 2(0.1%)

Thalictctrum 71(16.3%) 30(8.6%) 42(10.1%) 3(0.9%) 6(2.1%) 9(3.3%) 15(3,5%) 32(6.4%) 55(10.6%) 29(5。4%) 7(0.1%) 7(1.1%) 8(1.4%) 8(1。3%) 21(2.4%) 15(2.1%) 18(2.6%) 13(2.0%) 29(3.9%) 25(2.2%) 12(1.8%) 26(3.9%) 7(1.1%) 10(1.2%) 41(2.2%) 10(1.4%) 9(1.1%) 13(1.5%)

Sanguisorba 1(0.3%) 2(0.4%) 2(0.4%) 3(0.6%) 1(0.2%) 2(0.2%) 1(0.1%)

otherROSACEAE 1(0.2%) 1(0.3%) 1(0.2%) 1(0.4%) 1(0.2%) 3(0.3%) 1(0.2%)

LEGUMINOSAE 10(2.3%) 4(1.1%) 7(1,7%) 5(1.7%) 3(1.1%) 5(1.2%) 16(3.2%) 6(1.2%) 1(0.2%) 1(0.2%) 5(0.6%) 1(0.1%)

Epilobium 1(0.2%)

UMBELLIFERAE 25(5.7%) 20(5.7%) 29(7.0%) 25(7.9%) 21(7.2%) 8(2.9%) 10(2.3%) 47(9.4%) 68(13.1%) 18(3.4%) 1(0.1%) 1(0.2%) 1(0.2%) 1(0.1%) 2(0.3%) 5(0.7%) 1(0.2%1 1(0.1%) 3(0.2%) 3(0.5%) 1(0.2%) 4(0.2%) 1(0.1%) 1(0.1%)

Menyanthes 17(3.9%) 10(2.9%) 1(0.2%) 1(0.3%) 4(1.4%) 14(2.8%) 13(2.5%) 2(0.4%) 1(0.1%) 1(0.1%) 1(0,1%)

LABIATAE 1(0.1%)

Galium 1(0.2%) 1(0.2%) 3(0.6%) 1(0.1%) 3(0.4%) 曜 1(0.1%)

Valeriana 2(0.6%) 1(0.2%) 1(0.2%) 1(0.1%) 1(0.1%) 1(0.1%)

Adenophora-Campanula 1(0.2%) 1(0.3%) 3(0.5%) 1(0.2%) 1(0.2%) 1(0.1%) 1(0.1%)

LILIACEAE 4(0.9%) 3(0.9%) 7(1.7%) 6(1.9%) 2(0.7%) 4(1.4%) 3(0.6%) 4(O.7%) 1(0.1%) 1(0.2%) 4(0.5%) 4(0.3%) 1(0.2%) 4(0.2%)

GRAMINEAE 107(24.6%) 57(16.4%) 161(38.6%) 178(56.2%) 46(15.8%) 124(44.9%) 121(28,3%) 454(90.4%) 636(122.5%) 433(81,1%) 40(4.0%) 50(7.6%) 45(7.6%) 16(3.0%) 33(5.5%) 119(13.4%) 73(10.4%) 69(9.9%) 74(11.4%) 89(11.9%) 172(14.9%) 49(7.4%) 82(12.4%) 48(7.2%) 60(7.4%) 209(11.3%) 58(8.0%) 72(9.0%) 73(8.3%)

CYPERACEAE 248(57.0%) 299(85.9%) 240(57.6%) 110(34.7%) 79(27.1%) 381(138.0%) 180(42.1%) 82(16.3%) 158(30.4%) 159(29.8%) 69(7.0%) 28(4.3%) 9(1.5%) 3(0.6%) 17(2.8%) 15(1.7%) 30(4.3%) 17(2.4%) 5(0.8%) 10(1.3%) 11(1.0%) 2(0.3%) 5(0.8%) 2(0.3%) 8(1.0%) 13(0.7%) 4(0.6%) 4(0.5%) 6(0.7%)

Typha 3(0.7%) 10(2.9%) 6(1.4%) 3(0.9%) 7(2.4%) 12(4.3%) 13(3.0%) 12(2.4%) 19(3.7%) 47(8.8%) 42(4.2%) 48(7.3%) 11(1.9%) 8(1,5%) 4(0.6%) 6(0.5%) 3(0.2%) 6(0,7%)

Potamogeton 2(0.5%) 3(1.1%) 5(0.5%) 1(0.1%)

Nuphar

ΣNAP 524 464 535 328 173 360 360 700 990 719 188 157 97 39 69 232 166 146 121 181 287 90 160 68 92 393 108 117 128

ΣNAP/Σ(AP十NAP十FS) 35.4% 41.4% 47.7% 48.8% 12.6% 58.5% 39.9% 50.7% 58.3% 53.7% 14.1% 17.3% 11.7% 6.3% 9.5% 18.5% 17.8% 16.1% 14.6% 18.3% 19.1% 11.3% 18.2% 8.9% 9.5% 15.8% ll.3% 11.5% 11.6%

monolete-te-type 307(70.6%) 264(75.9%) 120(28.8%) 8(2.5%) 865(296.2%} 57(20.7%) 83(19.4%) 152(30.3%) 146(28.1%) 57(10.7%) 53(5.3%) 15(2.3%) 11(1.9%) 7(1.3%) 8(1.3%) 29(3.3%) 8(1.1%) 6(0.9%) 7(1.1%) 8(1.1%) 12(1.0%) 7(1.1%) 8(1.2%) 2(0,3%) 19(2.3%) 85(4.6%) 50(6.9%) 48(6.0%) 39(4.5%)

Osumunda 7(1.0%) 2(0.6%) 4(1.0%) 8(2.7%) 2(0.7%) 1(0.2%) 2(0.4%) 3(0.6%) 12(1.2%1 10(1.5%) 15(2.5%) 4(0.7%) 4(0.7%) 6(0.7%) 3(0.4%) 3(0.4%) 2(0,3%) 5(0.7%) 3(0.2%) 3(0.5%) 2(0.3%) 3(0.4%) 13(0.7%) 5(0.7%) 4(0.5%) 2(0.2%)

LYCOPODIACEAE 1(0.3%) 1(0.2%) 1(0.1%) 1(0.1%) 1(0.1%) 1(0,1%)

trilete-type 177(40。7%) 27(7.6%) 30(7.3%) 10(3.2%) 9(3.1%) 50(18.1%) 17(4.0%) 7(1.4%) 15(2.9%) 9(1.7%) 1411.4%) 5(0.8%) 3(0.5%) 1(0.2%) 3(0.5%) 18(2.0%) 12(1.7%) 6(0.9%) 10(1.5%) 12(1.6%) 13(1.1%) 13(2.0%) 17(2.6%) 7(1.1%) 11(1,3%) 52(2.8%) 35(4.9%) 24(3.0%) 44(5.0%)

ΣFS 491 296 152 18 882 109 101 161 165 66 79 30 29 12 15 53 23 16 19 26 28 23 27 9 33 150 91 76 86

ΣFS/Σ 《P十NAP十FS) 33.1% 26.3% 13.6% 2.7% 64.3% 11.3% 11.2% 11.6% 9.7% 4.9% 5.9% 3.4% 3.5% 1.9% 2.0% 4.2% 2.5% 1.8% 2.3% 2.7% 1.8% 2.9% 4.2% 1.2% 3.4% 6.0% 9.6% 7.4% 7.7%

不明花粉、胞子数 116 78 112 55 33 77 57 44 62 48 145 50 63 44 44 96 86 50 44 91 148 45 35 26 48 87 28 33 29

Σ 《P十NAP十FS) 1,481 1,118 1,114 672 1,347 959 903 1,381 1,699 1,339 1,333 905 829 623 729 1,252 932 905 830 988 1,505 797 879 760 967 2,491 953 1,021 1,107

深 さ(cm) 590 600 620 640 660 680 700 720 740 760 790 800 820 840 860 890 900 920 940 970 990 1,000 1,020 1,040 1,070 1,090 1,100 1,120 1,140

Lactucoideae 1(0.1%) 1(0.1%) 2(0.1%) 1(0.1%) 3(0.3%) 1(0.1%) 1(0.1%) 4(0.5%) 4(0.7%) 2(0.3%) 4(0.6%) 2(0.4%) 3{0.6%)

Artemisia 42(4.5%) 76(4.1%) 17(3.4%) 36(3.7%) 27(4.9%) 13(2.3%) 61(4.2%) 24(3.8%) 21(2.2%) 9(1.6%) 13(1.6%) 28(1.7%) 28(2,8%) 6(1.0%) 10(1.0%) 35(4.0%) 62(3.1%) 28(3.7%) 8(1.0%) 22(2.7%) 14(2。4%) 13(2.2%) 14(2.4%) 21(3.2%) 21(3.7%) 28(4.3%) 614.0%) 10(1.8%) 18(3.3%)

otherCOMPOSITAE 3(0.3%) 1(0.1%) 3(0.6%) 1(0.2%) 2(0,1%) 1(0,2%) 1(0.1%) 3(0.2%) 1(0.1%) 1(0.2%) 2(0,3%) 1(0,2%)

Rumex 1(0.1%) 1(0.2%)

Reynoutria 15(1.6%) 6(0.3%) 3(P.6%) 6(0.6%) 3(0.5%) 10(0.7%) 1(0.2%〉 3(0.2%) 2(0.2%) 1(0.1%) 1(0.2%) 1(0。2%) 2(0.3%)

Persicaria-Echinocauion 1(0.1%) 1(0.1%) 1(0.2%)

CHENOPODIACEAE 1(0.2%) 1(0.1%) 2(0.1%) 1(0.1%) 1(0.2%) 1(0.2%) 1(0。2%) 1(0.2%) 2(0.3%) 1(0.2%) 2(0.4%)

CARYOPHYLLACEAE 1(0.1%) 1(0.2%) 1(0.2%)

Thalictrum 17(1.8%) 39(2.1%) 16(3.2%) 15(1.6%) 16(2.9%) 8(1.4%) 51(3.5%) 19(3.0%) 13(1.3%) 8(1.4%) 11(1.4%) 21(1.3%) 22(2.2%) 3(0,5%) 7(0.8%) 19(2.2%) 37(1.9%) 11(1.5%) 10(L2%) 16(2.0%) 13(2.2%) 6(1.0%) 7(1,2%)
'

5(0。8%) 10(1.7%) 5(0.8%) 2(1.3%) 2(0.4%) 4{0.7%)

Sanguis・rba 1(0.1%) 1(0.2%) 1(0.1%) 1(0.1%) 1(0.1%) 1(0.2%) 1(0.2%)

otherROSACEAE 1(0.1%) 1(0.1%) 2(0.1%)
璽

LEGUMINOSAE 3(0.2%) 1(0.1%) 1(0.1%) 2(0.4%)

Epilobium

UMBELLIFERAE 1(0.1%) 5(0.3%) 3(0.6%) 3(0.3%) 1(0.2%) 1(α2%〉 2(0.1%) 4(0.4%) 6(0.8% 2(0.1%) 1(0.2%) 5(0.6%) 2(0.1%) 1(0.1%) 1(0」%) 3(0.5%) 1(0.2%) 1(0.2%) 1(0.2%) 2(0.3%) 1(0.2%) 2(0.4%)

Menyanthes 2(0.2%) 1(0.2%) 1(0.2%) 1(0.2%) 1('0.1%)

LABIATAE 1(0.1%) 1(0.1%)

Galium 1(0,1%) 1(0.1%) 1(0.2%) 2(0,1%)

Valeriana 1(0.2%) 2ω.4%) ユ(0.1%) 3(0,5%) 1(0.1%) 1(0.1%) 1(0.1%) 3(0.3%) 1(0.1%) 3(0.4%) 1(0.1%) 1(0.2%) 2(0.3%) 1(0.2%) 1(0.7%) 3(0.5%) 1(0.2%)

Adenophora-Campanula 1(0.1%) 1(0.1%) 1(0.1%)

LILIACEAE 5(0.3%) 1(0.2%) 3(O.2%) 2(0.4%) 5(0.3%) 1(0.1%) 2(0.2%) 3(0.2%) 5(0.8%) 2(0.3%) 1(0,2%) 1(0.2%) 2(0.4%)

GRAMINEAE 103(11.0%) 243(13.2%) 77(15.4%) 78(8.1%) 91(16.6%) 94(16.8%〉 269(18.3%) 82(12.9%) 132(14.0%) 89(15,6%) 126(15.8% 251(15.1%) 123(12.2%) 5g(9.5%) ll3(12.6%) 114(13.2%) 290(14.5%) 124(16.6%) 181(21.8%) 170(21.1%) 122(20.6%) 61(10.1%) 80(13.8%) 74(11.2%) lll(19.4%) 123(18.8%) 15(10.1%) 54(9.6%) 99(18.3%)

CYPERACEAE 10(1.1%) 12(0.7%) 3(0.6%) 5(0.5%) 3(05%) ll(2.0%) 50(3.4%) 6(0.9%) 6(0,6%) 10(1.8%) 15(1.9% 24(1.4%) 10(1.0%) 2(0.4%)
　

7(0.8%) 15(0.8%) 7(0.9%) 10(1.2%) 9(1.1%) 6(1.0%) 6(1.0%) 2(0.3%) 6(0.9%) 15(2.6%) 9(1.4%) 2(0.4%) 19(3.5%)

Typha 1(0.1%) 1(0.1%) 8(1.6%) 1(02%) 6(1.1%) 22(1.5%) 9(1.4%) 6(0.8% 3(0.2%) 3(0.3%) 4(0.6%) 3(0,3%) 5(0.3%) 2(0.3%)
'

8(1.0%) 1(0.1%) 6(LO%) 1(0.2%1 4(0.7%) 11(1.7%) 9(1.6%) 3(0.5%) 10(1.8%) 10(1.8%)

Potamogeton 3(0.6%) 1(0.ユ%) 1(0.1%) 1(0.1%) 2(0.3%) 8(1.4%) 8(1.2%) 6(1.0%) 4(0。6%) 6(1.1%) 9(1.7%)

Nuphar 1(0,2%) 1(0.1%)

ΣNAP 199 390 137 147 147 136 483 145 178 118 177 343 193 75 147 177 422 180 219 223 164 99 122 134 178 188 24 94 169

ΣNAP/Σ(AP十NAP十FS) 15.6% 15.9% 18.9% 12.3% 17.9% 17.8% 22.5% 16.4% 14.4% 16.0% 16.6% 15.9% 14.4% 10.2% 12.9% 15.6% 16.4% 18.1% 19.7% 20.7% 19.7% 12.0% 14.6% 14.3% 18.1% 17.3% 10.1% 10.6% 16.3%

monolete-type 53(5.7%) 73(4.0%) 21(4.2%) 42(4.4%) 22(40%) 16(2.9%) 65(4.4%) 34(5.4%) 30(3.2%) 19(3.3%) 10(1.3% 35(3.4%) 56(5.6%) 6(1.0%) 19(2.1%) 21(2.4%) 28(1.4%) 14(1.9%) 13(1.6%1 7(0.9%) 24(4,1%) 46(7.6%) 56(9.7%) 48(7。3%) 142(24.8%) 146(22,3%) 41(27.5%) 127(22.6%) 175(32,8%)

Osumunda 4(0.4%) 5(0.3%) 3(0.6%) 3(0,3%) 3(0.5%) 1(0.2%) 4(0.3%) 1(02%) 5(0.5%) 7(1.2%) 2(0.3% 6(0.2%) 3(0.3%) 1(0.2%)
,

4(0.4%) 7(0,8%) 8(0.4%) 5(0。6%1 3(0.4%) 2(0.3%) 3(0.5%) 1(0.2%) 1(0.2%) 9(1.4%) 1(0.7%) 4(0.7%) 15(2.8%)

LYCOPODIACEAE 1(0,2%) 1(02%) 2(0.4%) 1(0.1%) 1〔0.1%) 1(0.1%) 1(0。1%) 1(0。1%1 4(0.6%) 3(0.5%) 4(0.6%) 5(0.9%)

trilete-type 47(5.0%) 65(3.5%) 45(9.0%) 21(2.2%) 82(14.9%) 38(6.8%) 92(6.3%) 47(7.4%) 53(5.6%) 12(2.1%) 68(8,5% 55(3.0%) 50(5.0%) 22(3.5%) 56(6.2%) 33(9.7%) 84(4。2%) 21(2.8%) 22(2.7%/ 22(2.7%) 20(3.4%) 24(4.0%) 17(2,9%) 42(6.4%) 31(5.4%) 40(6.1%) 12(8」%) 52(9.3%) 64(11.8%)

ΣFS 104 143 70 66 108 55 161 84 88 38 80 97 109 29 79 61 121 36 41 32 46 70 76 95 177 199 54 183 259

ΣFS/Σ(AP+NAP+FS) 8.2% 6.6% 9.7% 5.5% 12.1% 7.2% 7.4% 9.4% 7.2% 5.1% 7.3% 4.6% 8.2% 3.9% 7.0% 5.5%● 4.6% 3.7% 3.7% 3.0% 5.6% 8.5% 10.0% 10.1% 18.1% 18.3% 22.7% 20.8% 25.1%

不明花粉、胞子数 42 73 26 53 56 52 114 27 46 15 34 127 37 23 45 35 124 21 52 35 122 34 78 101 70 50 34 50 60

Σ(AP十NAP十FS) 1,274 2,448 723 1,199 822 764 2,151 886 1,233 739 1,068
2,151 1,336 732 1,138 1,133 2,580 993 1,109 1,077 831 825 837 939 982 1,086 238 883 1,034

85～86
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のRI期 終 末 か らRH期 初頭 に対比 で き、 およそ

8,500～7,000y.B.P.で あ ろ う。

ところで 、五十嵐他(1981)は 、石 狩郡広島町

にお いて ツガ、 グイマ ツの遺体 を検 出 し、北海道

にお けるこれ らの存 在 を確証 したが、斜 里地方 に

おいて ツガ、 グイマ ツが存在 したかにつ いては今

回の結果 だけでは、花粉 の飛来 とも考 えられるた

め今後の調査 で遺体 が検 出 された時 に確 証 され る

で あろ う。

b)1,000～300cm;Qπeγc初5

コナ ラ亜属 が圧倒 的 に優先 す る時期 で ある(図

4。)こ の時期 には、寒冷 要 素 を示 すモ ミ属 、 トウ

ヒ属 の出現率 が低 いこ とか ら温暖 な時期 であった。

以上の こ とか ら、周辺 には ミズナ ラ、 カ シワを

優 先樹種 とす る温 暖要素 のサ ワ シバ、ハ ルニ レ、

オニ グル ミな どの広葉樹 が下部 広 葉樹 林帯 をか な

り広範囲 に広 げて いた。 また 、この花粉帯 は中村

(1968)のRH期 、 五十嵐他(1973)が 北 欧 の気

候 帯 で分 けたア トラ ンテ ィック期 、前田(1982)

が ク ッチャロ湖 で分 けた 皿(茄 ∫e5-Qπeγcπs)に

対 比 で き、お よそ、7,000～3,700y.B.P.で あ ろ

う。

しか し、前 田(1982)が 分 けた 皿帯で は、モ ミ

属 の方 がコナ ラ亜属 よ り多 く、研究地域 と違 う様

相 を呈 してい る。浜 頓別町 は、オホー ツ ク海 の北

端 に位置 す るの に対 し、斜 里町 はオホー ツ ク海 の

南端 に位置 し、現在 で もオホ ーツ ク海沿岸 の興部

町付近 を境 に して北部 には針 葉樹 が、南部 には広

葉樹 が多い点 か ら考 えて、過 去 に も両者 の林相 が

異 なっていた もの と考 えられる。

ところで、研究地域 の700～600cmで 若 干で は あ

るが図5を 見 るとコウホ ネ属 、 イネ科 、ガマ属 、

カヤツ リグサ科 が増加 して い る。 これは、水位 が

上昇 した ことを物語 って いるので あろ うか。関谷

(1983)の 硅 藻分析 の結 果 によ ると、この付 近 で

不明 の種 が 多 くな り、淡 水性 の もの が一時的 に減

少 し、海 水面の上昇 による海水 の流入 の可 能性 が

あ る。

また、五十嵐他 て1973)が 湧 別町 での ブナ属 、

サ ワグル ミ属、 クリ属 の生息 を示唆 してい たが、

花粉 出現 率 が低 いので、花粉 の飛来 と考 えるべ き

であ ろ う。守田(1981)は 、 八甲田 山での表層堆

積物 のデー タか らブナ属花粉粉 が40%以 上 で ブナ

林域 と し、20～40%な らば、ブナー アオモ リ トド

マツ林 と してい る。 また、最低 値 で も8.5%程 度

であ り、 この程 度 なければ生 息 しないので はない

だろ うか。研究地域 につ いては、 ブナ属 、サ ワ グ

ル ミ属 の出現 率 が極 めて低 いた め、以上 の こ とを

考 えるな らば飛来花粉 であ ろ う。

c)290～200cm;Qπeγcz6ε 一BeZπZα一Cαγp∫ηπ3一

ハゐ∫e5

一 時
、 コナ ラ亜属 が減少 す るが、再 び増加 す る。

しか し、寒冷要 素 を示す カバ ノキ属 、モ ミ属 、 ト

ウ ヒ属 が増加 す る傾向 を示 し、温暖化 が弱 ま り、

寒冷 化 が強 ま る時期 に相 当す る。周辺 には、 ミズ

ナ ラ、 カ シワ、サ ワシバ 、ハ ルニ レな どの下 部広

葉樹林 帯 が広 が っていたが～寒冷 化 に伴 い、針広

混 交林 帯 が平野部 に向 けて広 が りつ つ あった。 こ

の花粉 帯 は、中村(1968)のR皿 期 、五十嵐 ら(19

73)のA配e5-P∫ceαZoπeに 対比 で き、 およそ

3,700～2,300y.B.P.で あ ろ う。

ところで、 コナ ラ亜属 が一時的 に減 少す るの に

は、ハツ ノキ属 、 ガマ属 が若干増加 して い ること

か ら河川 な どの水 の影響 による ミズナ ラ、カ シワ

林 の破壊 とか、人類活動 による(特 に、家屋 敷地

確保 の ための伐採)カ シワ、 ミズナ ラ林 の破壊 と

か が考 え られ る。

d)170～15cm;Qπeγc初5一 、4ゐゴe3-Pぎceα 一

Bc伽zα

コナラ亜属 は減少 し、モ ミ属 、 トウヒ属 は増加

す る傾向 を見せ る時期 で、寒冷 化 が一層進 行す る

(図4)。 周 辺 には、下部 広葉樹林帯 が広 がって い

た が、針広 混交林帯 が少 しつつ平野部 に広 が りつ

っ あった。 この 花粉帯 は、中村(1968)のR皿 期 、

五十嵐他(1973)の 北 欧の気候帯 を使 ったサ ブ ・

ア トランテ ィック期 に対比 で き、お よそ2,300y.

B.P.か ら現 在 までであろ う。

と ころで、170cmよ り土 質が変 わる。170cmよ り

下部 では、海成 、湖 成の生成物 で ある シル ト質粘

土 であった が、上部 では 、陸水下 の生成物 と考 え

られ る泥 炭 に変 わる。 これは、中村(1973)が 指

摘 す るよ うに海成 、湖 成の生成物 と陸水下 の生成

物 か ら検 出 された花粉 の出現 率 を直接 比較 す るこ

とは花粉 の保存状 態 が変化 す るので で きないか も

知 れ ない。研究地域 におけ る泥 炭層(図2,5)

で は 、NAP(草 本 花粉)、FS(シ ダ胞子)の 出現

率 が急 増す る。 また、 この増加 は、 人類 活動 によ

る裸地拡 大化 が関与 してい るの かも知 れ ない。

一89一
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なお、花粉 帯 を分 け る場 合 に使 った年代 は、 日

本 全国 のい ろいろな地点 のC年 代測 定結果 を比較

し、使用 したので あ るが、研究地域 のC年 代測定

を現在依 親中で ある。

皿.ま とめ

今回 のボー リング試料 は、第四紀 堆積物 であ る

が、第四紀 とは、第三紀 に続 く地 質時代 で、約2

00万 年 前 か ら現在 までの期 間 を示 す。 また、その

中 でも1万 年前 か ら現在 まで を沖積 世 とか、後 氷

期 な どと呼 んで お り、今回の ボー リ ング試料 もこ

の時期 に相 当す るもの と思 われ る。

日本 の後氷期 の気候 変遷 につ いて安田(1978)

は 、 本州北部 以北で は灌 木の カバ ノキ属 が主 であ

り、以南 では コナ ラ亜属 を主 とした冷 温帯広葉樹

が増加 して来た と してい る。北海道 につ いて、中

村(1968)、 塚 田(1974b.)山 田(1980)は 、 パー

クラ ン ド状 ツ ン ドラ(森 林 ツ ン ドラ)の 植生 であ

ったと してい る。前田(1982)も カバ ノキ属 の増

加 に注 目 してい る。以上 の よ うな特徴 が顕 われ る

時期 をRI期 と呼ん でい る。年代 につ いては多 く

のデー タが出てい るが、最近 の塚 田(1981)に よ

ると、 およそ8,500y.B.P.と い う結果 であ る。

RI期 に続 くRH期 とは、気温 が上 昇 し温暖 な

時期 で ある。 このため、北海道 では、 コナラ亜属

が増 加 し、本州北部 で はブナ属 が増加 し、本州南

西部 の沿岸 域 では照葉樹 が広 が りつ つ あったと さ

れてい る。 オホー ック海沿岸 におけ る花粉 分析結

果 によると五十嵐他(1973)、 前 田(1982)も 同 様

に コナ ラ亜属 が増加 す る時期 を一つ の区分 に して

い る。研 究 地 域 に お け る ボー リング試料 のb)

Q麗 γc粥 か らもコナ ラ互属 の増加 が見 られ るため、

この花粉 帯 を温暖化 の傾向 が見 られ るとされ るR

II期 に対比 させ た。

RH期 に続 くR皿 期 とは、 この温 暖期 が寒冷 化

して続 いて いる。北海道 で は、モ ミ属 、 トウヒ属

カバ ノキ属 が増加 し、本 州の 日本 海側 と太平洋側

とではスギ とハ ンノキ とい う違 う樹 木 が増加 す る

傾向 をみせ、本州南 西部 で は、照 葉樹林 が一層広

が りっ っ あった。 この時期 の本州 では、寒冷化 と

は違 った弥生文化期以降 におけ る稲 作 な どの人類

活動 によ る植 生の変化 を取 りあげて、R皿期 をR㎜a

の期 とR㎜b期 とに分 けてい る。 しか し、 北海

道 に もこの区分 が適用 で きるか ど うかは分 か らな

い。研究地域 において も、c)Q麗 γc郡一Be観 α一

Cαγρ加鵬 一.A配θ3か ら寒冷 化 が見 られ るこ とよ り

c)Q麗 γc鵬一BeZω1α一Cαγp∫ηπ8一!払∫es以降 をR

㎜期 と対 比 させ た。

IV.要 約

以上 の研 究 結 果 をまとめ ると、花粉 帯a)Qπ 一

eγcπ5-Be施 臨一、4腕e5-P∫ceα は 、寒冷期 が温暖

化 す る時期 に相 当 し、花粉 帯b)Q麗 γc鵬 は、温

暖期 が続 いて お り、花粉帯c)Q喫 γθe鰐 一Be施 」α一

Cα吻 η媚 一A6ぎe5は 、寒冷化 が強 くな り、花粉帯

d)Q麗 γc鰐一A配e5-Pゴceα 一.BeZ掘 αでは、 よ

り一層寒冷化 が進 み、現在 に至 ってい る。

V.展 望

1.今 回 採取 で きなかった1,150cm以 下 のボ ー リ

ング試料 を採取 す る。

2.表 層堆積物 の デー タを多 く集 めて、ア イソ ・

ポー レ ンマ ップを作成 し、花粉 の散布 の割 合 によ

る花粉 と樹木 とを結 びつけた植 生帯 を考 えてみ る。

3.ブ ナ属 、サ ワグル ミ属 、 ク リ属 、 ツガ属、 カ

ラマ ツ属 な どの斜 里地方 にお いて存在 が確 証 され

てい ない樹木 につ いて、よ り多 くの デー タ を集 め

検言寸を加 える。
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追記

C年 代 の測定結果 をお知 らせ 致 します。測 定

の依頼施 設 は、金 沢大学理 学部付属低 レベ ル放 射

能実験施 設で、測定者 は、阪上正信 、松崎栄氏 で

す。

年代 は、一175～190cm(KL-173)

3,270±55y.B.P.

一830～ 一850cm(KL-170)

5,570±170y.B.P.

とい う結果 で した。 この場 で恐縮 です が、両氏 に

お礼 を申 し上 げます。(半 減期5,570y.B.P.)
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図 版IAP(木 本 花 粉)ScaleAl,5～15

ScaleB2～4

Pぎη粥 〔Haplxylon-Type〕{マ ツ 属(五 葉 マ

ツ 型)1

2茄 どe5(モ ミ属)

3P∫ceα(ト ウ ヒ 属)

4Lα γ㍑(カ ラ マ ツ 属)

5、6Q初eγcπ ε(コ ナ ラ亜 属)

7.Fα9粥(ブ ナ 属)

8σ 伽 粥(ニ レ 属)

9」 πglαπε(ク ル ミ属)

10Mツ γぬ(ヤ マ モ モ 属)

11Coγ ッZ粥(ハ シ バ ミ属)

12Be配 α(カ バ ノ キ 属)

13Cα γp珈 媚(ク マ シ デ 属)

14Pん θ〃odeηdγoη(キ ハ ダ 属)

15ERICACEAE(ツ ツ ジ科)

図版 皿NAP(草 本 花粉)、FS(シ ダ胞子)

1GRAMINEAE(イ ネ科)

2y尻e磁 ηα(カ ノコソ ウ属)

3、4、Relyηoωzγ ゴα(イ タ ドリ衝ヨ)

5Lαc施co∫deαe(タ ンポポ亜科)

6Tん α伽 置働 鵬(カ ラマ ツソウ属)

7、8CYPERACEAE(カ ヤ ツ リグサ科)

9、10λ γ陀而5ぬ(ヨ モ ギ属)

11UMBELLIFERAE(セ リ科)

12Monolete-Type(単 条 型胞 子)

13Trilete-Type(三 条 型胞子)

140鋤mπ ηdα(ゼ ンマ イ属)
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